
研究成果情報 農産 ２８ 茶 品種

新技術・情報名 チャ新品種「めいりよく」の特性 分類 ①

１．成果の内容

１）技術・情報の内容及び特徴

新品種「めいりよく」は「やぶきた」に比べ，開張性，多収性，耐病性を

有するため，本品種.を導入することにより早期成園化が可能となる。

（１）開張性で分枝の発生が多く，株張りが優れるため早期成園化が可能で

ある。さらに，挿し木発根性も優れ育苗が容易である。

（２）萌芽期，摘採期は「やぶきた」とほぼ同時期の中生種に属し，樹勢は旺

盛で幼・成木期を通じてきわめて多収である。

（３）炭ぞ病及び輪斑病に対して耐病性が優れるが，耐寒性，特に裂傷型凍

害に弱い欠点がある。

（４）自然仕立ての場合，枝条がよく伸びるので，被覆下でも新芽の揃いが

良好で摘採しやすい。

（５）製茶品質は煎茶，玉露ともに「やぶきた」よりやや劣る。

2）技術・情報の適用効果

炭そ病，輪斑病が多発しやすい山間部で「やぶきた」に替えて「めいり

よく」を導入することにより，農薬の散布回数及び散布量を節減するこ

とができ，より安全な茶の生産と経営の安定化が期待される。

3）適用範囲

山間部の病害常発地

4）成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）裂傷型凍1害に弱いので，定植当年及び翌年の防寒対策を充分に行う。

（２）樹姿が開張控であるので，直立性品種より高めの仕立てを行う。
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２．具体的データ

表１生育特性

発根萌芽摘採 年次別株張

品種名ｌ樹姿

蚕rl鳶売示詩篇
表２病害抵抗性及び裂傷型凍害の発生程度（昭和５７年～６１年）

裂傷型凍害
品種名 炭そ病輪斑病
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表３生き葉収量及び製茶品質

煎茶（一番茶）
品種名

発生株率枯死株率
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玉露

熟挿菩=i汽蔓
注）①煎茶は昭和５７年から平成３年，玉露は平成元年から３年の平均。

②品質は形状，色沢，香気，水色，滋味を各２０点，計１００点とした。

３．その他特記事項

担当部科室名：八女分場栽培研究室

研究担当者名：中村晋一郎，久保田朗，杉山喜直

研究課題名：優良品種選定試験

期間３昭和５７年～平成３年予算区分：経常

既発表論文・資料名等：昭和５７年～平成３年度福岡県農総試八女分１既発表論文・資料名等：昭和５７年～平成３年度福岡県農総試八女分場試験

成績書

取りまとめ責任者名：中村晋一郎
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